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はじめに
すでに昨年度の業績報告書でのべたことであるが，本研究の目的は縄文時代における土

器型式のｙｘ２ＭＳ１４Ｃ年代をあきらかにすることである（山本：１．９９７）．
その方法は，土器型式が明確な縄文土器に付着した炭化物を試料に，タンデトロン加速

器質量分析計（ＡＭＳ）で１４Ｃ年代測定をおこなうものである．この方法自体は中村俊夫氏
によって開発されたもので，すでに２遺跡について１４Ｃ年代測定が実施され，すぐれた研究
成果が報告されている（中村・中井ほか１９９０，中村・岩花１９９０）．わたしの場合も，試料

調整から測定にいたるまで，基本的にはこの方法にしたがうものである．異なる点は，炭
化物が付着している縄文土器ならばどれでもよいというわけではなく，土器型式が明確な
縄文土器に限定している点である．当然のことであるが，おなじ型式名でもその内容が研
究者によって異なっている場合がある．それで土器型式を再検討できるように，試料を採
取した縄文土器の実測図・拓本・写真を掲載することを基本としている．
今年度は北陸地方の後・晩期の遺跡を対象とし，とりあげた遺跡は気屋（米沢（１．Ｓ）９６）・

御経塚（高堀１９８３）・米泉（西野：Ｌ９８９）・下野（吉岡：１．Ｓ）７１）の４遺跡である（表１～３，図
１）．これらはいずれも石川県に所在し，北陸の後・晩期を代表する遺跡である．なお，こ

こで表の試料番号のつけかたについて説明しておきたい．「１７ＫＹ０１」をとりあげて解説

すると，「１７」は『日本考古学年報』の「各都道府県の動向」における都道府県番号で．
「１７」は石川県をあらわしている（日本考古学協会：１．Ｓ）９７）．［｀ＫＹ］は気屋遺跡「ＫｉＹａ」

の大文字をとったもので，「０１」は気屋遺跡のなかでの試料を採取した順番である．

１．試料調整と１４Ｃ年代測定

以下に，試料採取・試料調整．１４Ｃ年代測定の手順についてのべていくことにする．
基本的には昨年度とおなじであるが，表１にみられるように，最初に１７０Ｚ０４から

１７０ＫＤ１２を化学処理したところ，そのほとんどがアルカリにとけてしまって炭成分が抽出

できなかった．それでこれらについてはフミン酸を抽出した．つぎに１７０ＫＤ１６から
１７０ＫＤ０６では，試料がアルカリにとけてしまう危険性が当然予想されたので，遠心機を使

用してフミン酸と炭成分の混合を採集した．その後測定を実施したところ，フミン酸では
他所に由来するあたらしいフミン酸の影響をうけたためか，良好な測定値がえられなかっ
た．この結果をうけて，フミン酸と炭成分の混合でもフミン酸がわるい影響をおよぼすこ
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とも想定できた．そこで１７０ＫＤ０１から１７０ＫＤ０６については，フミン酸と炭成分の混合の
うちＣ０２イヒのために７ｍｇ前後採取したのこりを再度アルカル処理して炭成分のみを抽出し，
測定に供したものである．

（１）試料の採取
まず，土器型式が明確で，炭化物が付着している縄文土器をえらびだす．アルミホイー

ルをひろげ，スパーテルおよび有柄針をつかって付着炭化物をその上にこそげおとす．炭

表１縄文時代後・晩期採取試料一覧表（重量の単位はｍｇ．Ｋは炭成分とフ

試 料 番 号 遺 跡 名 時 期 土 器 型 式 器 種 付 着 部 位 試料重量種類

１ ７ ０ Ｚ ０ ４ 尾 添 後 期 中 津 深 鉢 外 面 ・ 口 縁 部 ２ １ ． ２ ７

１ ． ’ ７ ’ Ｋ Ｙ ０ １ 気 屋 後 期 気 屋 深 鉢 内 面 ・ 底 胴 下 半 ２ ４ ． ７ ９

１ ． ’ Ｚ Ｋ Ｙ ０ ５ 気 屋 後 期 気 屋 深 鉢 内 面 ・ 胴 部 下 半 ５ ４ ． ９ ４

１ ７ ０ Ｋ Ｄ ２ ３ 御 経 塚 後 期 加 曾 利 Ｂ １ 深 鉢 外 面 ・ 口 縁 部 ２ １ ８ ． ６ ７

１ ７ ０ Ｋ Ｄ ２ ４ 御 経 塚 後 期 加 曾 利 Ｂ １ 深 鉢 内 面 ・ 口 縁 部 ６ ６ ． １ ２

１ ７ ’ Ｙ Ｎ Ｉ ０ １ 米 泉 後 期 酒 見 深 鉢 内 面 ・ 底 胴 下 半 ７ ３ ． ０ ８

１ ７ ０ Ｋ Ｄ １ ３ 御 経 塚 後 期 井 口 Ｉ 深 鉢 内 面 ・ 胴 部

１ ７ ０ Ｋ Ｄ １ １ 御 経 塚 後 期 井 口 ｎ 深 鉢 外 面 ・ 口 縁 部

１ ７ ０ Ｋ Ｄ １ ２ 御 経 塚 後 期 井 口 ｎ 深 鉢 内 面 ・ 胴 部

１７０ＫＤ１６御経塚後期八日市１

１７０ＫＤ１９御経塚後期八日市ｎ

１７０ＫＤ０７御経塚晩期御経塚

１７０ＫＤ０１御経塚晩期中屋１

１７０ＫＤ０２御経塚晩期中屋ｎ

１７ＳＭＮ０１下野晩期下野古

１７０ＫＤ０６御経塚晩期下野新

１７０ＫＤ０１御経塚晩期中屋１

１７０ＫＤ０２御経塚晩期中屋Ｈ

１７０ＫＤ０６御経塚晩期下野新

８８．４８

３０．７３

１０２．１６

深 鉢 内 面 ・ 口 縁 部 ２ ９ ． ５ ０

深 鉢 内 面 ・ 口 縁 部 ４ ６ ． ３ ９

深鉢外面・胴部上半９９．９６

深 鉢 内 面 ・ 胴 部 １ ５ ４ ． ８ ９

深鉢内面・胴部下半ミＬ１５４．５０

深 鉢 外 面 ・ 胴 部 ６ ９ ． ５ ４

深鉢外面・口縁部１２２．１１

深 鉢 内 面 ・ 胴 部

深鉢内面・胴部下半

深鉢外面・口縁部

１ ７ ０ Ｋ Ｄ １ ０ 御 経 塚 後 期 井 口 ｎ 深 鉢 内 面 ・ 胴 部
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Ｋ７５．９４

Ｋ５８．７５

Ｋ５９．２７

ミン酸の混合をあらわす）

重量

消 失 計 測 不 能

炭 成 分 １ ． ７ １

フミン酸５．２２≦

フミン酸１０．０８≦

消 失 計 測 不 能

フミン酸１２．００≦

フミン酸９．９３≦

消 失 計 測 不 能

フミン酸５．９３≦

混合
混合

混合
混合

混合
混合
混合

炭成分
炭成分
炭成分

６．６３

１０．５８

４１．６９

８３．０９

６５．９３

２７．３３

６６．２６

１．１１

４．９６

２２．５０

１７０．９４炭成分６．４１

挿図番号
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化物をアルミホイールで二重につつむ．外側のアルミホイールに試料番号を記名する．
チャックつきのビニール袋にいれておく．試料を採取した縄文土器の拓本と写真をとる．
報告書が刊行されているもの，実測図があるものはそれをつかう．採取した試料の詳細は

表２縄文時代後期採取試料一覧表（重量の単位ｌ；ｉｍｇ．Ｋは炭成分とフミン酸の混合をあらわす）

試 料 番 号 遺 跡 名 時 期 土 器 型 式 器 種 付 着 部 位 試料重量種類

１ ７ ０ Ｚ ０ ４ 尾 添 後 期 中 津 深 鉢 外 面 ・ 口 縁 部 ２ １ ． ２ ７

：１ ’ ？ ’ ＫＹ０１気屋後期気屋深鉢内面・底胴下半２４．７９

：１ ’７１・ＣＹ０５気屋後期気屋深鉢内面・胴部下半５４．９４

１７０ＫＤ２３御経塚後期加曾利Ｂ１深鉢外面・口縁部２１８．６７

１７０ＫＤ２４御経塚後期加曾利Ｂ１深鉢内面・口縁部６６．１２

１７「ＹＮＩ０１米泉後期酒見

１７０ＫＤ１３御経塚後期井口１

１７０ＫＤ１０御経塚後期井口Ｈ

１７０ＫＤ１１御経塚後期井口Ｈ

深鉢内面・底胴下半７３．０８

深 鉢内面・胴部

深鉢内面・胴部

深鉢外面・口縁部

１ ７ ０ Ｋ Ｄ １ ２ 御 経 塚 後 期 井 口 Ｈ 深 鉢 内 面 ・ 胴 部

１７０ＫＤ１６御経塚後期八日市Ｉ深鉢内面・口縁部

１７０ＫＤ１９御経塚後期八日市Ｈ深鉢内面・口縁部

８８，４８

１７０．９４

３０．７３

１０２．１６

２９．５０

４６．３９

重量

消 失 計 測 不 能

炭 成 分 １ ． ７ １

フミン酸５．２２≦

フミン酸１０．０８≦

消 失 計 測 不 能

フミン酸１２．００≦

フミン酸９．９３≦

炭 成 分 ６ ． ４ １

消 失 計 測 不 能

フミン酸５．９３≦

混 合 ６ ． ６ ３

混 合 １ ０ ． ５ ８

挿図番号
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表３縄文時代晩期採取試料一覧表（重量の単位はｍｇ．Ｋは炭成分とフミン酸の混合をあらわす）

試 料 番 号 遺 跡 名 時 期 土 器 型 式 器 種 付 着 部 位

１７０ＫＤ０７御経塚晩期御経塚

１７０ＫＤ０１御経塚晩期中屋１

１７０ＫＤ０１御経塚晩期中屋１

１７０ＫＤ０２御経塚晩期中屋ｎ

１７０ＫＤ０２御経塚晩期中屋ｎ

１７ＳＭＮ０１下野晩期下野古

１７０ＫＤ０６御経塚晩期下野新

１７０ＫＤ０６御経塚晩期下野新

試 料 重 量 種 類 重 量 挿 図 番 号

深鉢外面・胴部上半９９．９６

深 鉢 内 面 ・ 胴 部 １ ５ ４ ． ８ ９

深 鉢 内 面 ・ 胴 部 Ｋ ７ ５ ． ９ ４

深鉢内面・胴部下半］．５４．５０

深鉢内面・胴部下半Ｋ５８．７５

深 鉢 外 面 ・ 胴 部 ６ ９ ． ５ ４

深鉢外面・口縁部１２２．１１

深 鉢 外 面 ・ 口 縁 部 Ｋ ５ ９ ． ２ ７

１６３-

混合４１．６９

混合８３．０９

炭成分Ｌ１１

混合６５．９３

炭成分４．９６

混合２７．３３

混合６６．２６

炭成分２２．５０
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図 １米泉遺跡・御経塚遺跡出土縄文土器（１米泉，２～９御経塚．縮尺１：６）
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表１～３および図１にしめすとおりである．
（２）試料の調整

（ａ）試料に付着した土壌の除去である．最初に炭化物の重量を測定し，それを蒸留水中
で超音波洗浄して細かな土壌を分散させた．

（ｂ）酸処理とアルカリ処理である．１．２規定塩酸による処理（□Ｏ（Ｃ，１時間）を２回くり
かえし，炭酸塩などを溶解・除去した．０．４規定水酸化ナトリウム水溶液による処理（１２０
℃，１．５～２時間）を８～１０回くりかえし，アルカリ可溶成分を除去した．１．２規定塩酸によ
る処理（１２０℃，１時間）を２回くりかえし，蒸留水による洗浄（１２０℃，１．５～２時間）を３
～４回おこない，オーブンで乾燥させた．

（ｃ）試料が水酸化ナトリウム水溶液に溶解していまい，良好な乾燥炭化物がえられなかっ
た試料については，フミン酸と炭成分の混合あるいはフミン酸を抽出した．
（ｄ）試料のＣ０２化の工程である．炭成分 ‘フミン酸゜フミン酸と炭成分の混合の３種類
のいずれかから試料のＣ０２化をこころみた．

それらを計量し，一方では線状酸化銅９４０～９８０ｇ（４７０～４９０ｇｘ２）をはかりとり，そ
れらを９ｍｍバイコール管につめる．それを真空ラインに接続し，真空にひいて封じきった．
これを電気炉（９５０℃）で約２時間加熱し，試料をガス（ＣＯ２）化した．加熱後のバイコー

ル管を二酸化炭素精製用の真空ラインにつなぎ，ラインにいれた試料ガスからエターノー
ルでＨ２０を，ペンタンでＳ０２などの不純ガスをとりのぞいた．精製されたＣ０２のうち量
が多いものについては２本の６ｎパイレックス管にわけて捕集した．そのうちの１本をグラファ

イト化に使用し，もう１本は予備とした．
（ｅ）標準体のＣ０２イヒの工程である．１４Ｃ濃度の標準体として，ＮＢＳ修酸（ＲＭ４９：通称
ｎｅｗ）をもちいた．そのＣＯ２化については，基本的には試料のＣ０２化とおなじである．
ＮＢＳ修酸（ＲＭ４９：通称ｎｅｗ）１６～：Ｌ７ｍｇと線状酸化銅５４０～５７０ｇ（５５０ｇ前後）をはかりと

り，９ｍｍパイレックス管につめる．それを真空ラインに接続し，真空にひいて封じきった．
これを電気炉で２時間４５０℃で加熱し，Ｃ０２化した．加熱後のパイレックス管を二酸化炭素

精製用の真空ラインにつなぎ，ラインにいれたガスから工ターノールでＨ２０をとりのぞい
た．なおＨ２０以外に不純ガスがないため，ペンタントラップはおこなっていない．精製さ
れた３ｍｇ前後のＣ０２を，２本の６ｍｍパイレックス管にわけて捕集した．

（ｆ）グラファイト化に先だつ再還元である．６ｍｍｘで１．（）ｍｍバイコールカップにＦｅ粉末を
１．３４～：１．．ＳＥ１４ｍｇいれ，カップごとＳ）ｍｍバイコール管の底にいれる．これを真空ラインに接続し
て排気し，真空がよくなったら０．５気圧のＨ２をいれ，コックをしめて真空ラインからとり
はずす．このあとバイコール管の下部を，電気炉（４５０ｃＣ）で１時間以上加熱した．

（ｇ）試料および標準体から精製したＣ０２のグラファイト化である．ＣＯ；，ンりｉはいった（５ｍｍパイ
レックス管と再還元ずみのＦｅ粉末がはいった９ｍｍバイコール管を真空ラインに接続し，真空
にひく．Ｃ０２をラインに導入し，Ｆｅ粉末がはいった９ｍｍバイコール管に液体窒素で捕集する．
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そこにＨ２をいれ，Ｈ２／Ｃ０２比が２．１になる位置で封じきる．なお，このときＣＯ，の一部を
わけとり，６１３Ｃの測定に使用した．さらにこのバイコール管の下部を電気炉（（５５０（Ｃ）で６
時間以上加熱し，グラファイトを生成した．
（ｈ）ターゲットの作製である．生成したグラファイトを専用の手動圧縮装置をもちいて
圧縮し，ターゲットを作製した．

表４縄文時代後期測定結果一覧表

試 料 番 号 遺 跡 土 器 型 式 種 類 重 量 δ １ ３ Ｃ （ ‰ ） １ ４ Ｃ ｙ ｒ Ｂ Ｐ 測 定 コ ー ド 番 号

：ｌ．’７’ＫＹ０１気屋気屋

：１’７’ＫＹ０５気屋気屋

１７０ＫＤ２３御経塚加曾利Ｂ１

：１．７ＹＮＩ０１米泉酒見

１７０ＫＤ１３御経塚井口１

１７０１くに）１０御経塚井口Ｈ

１７０ＫＤ１２御経塚井口Ｈ

１７０１１ミ［］１６御経塚八日市新保１

１７０ＫＤ１９御経塚八日市新保Ｈ

炭成 分 １ ． ７ １

フミン酸５．２２≦

フミン酸１０．０８≦

フミン酸１２．００≦

フミン酸９．９３≦

炭 成 分 ６ ． ４ １

フミン酸５．９３≦

混 合 ６ ． ６ ３

混 合 １ ０ ． ５ ８

表５縄文時代晩期測定結果一覧表

試 料 番 号 遺 跡 土 器 型 式 種 類 重 量

１７０ＫＤ０７御経塚御経塚

１７０１紅）０１御経塚中屋１

１７０ＫＤ０１御経塚中屋１

１７０ＫＤ０２御経塚中屋ｎ

１７０ＫＤ０２御経塚中屋Ｈ

１７ＳＭＮ０１下野下野（古）

１７０ＫＤ０６御経塚下野（新）

１７０ＫＤ０６御経塚下野（新）

混合４１．６９

混合８３．０９

炭成分１．１１

混合６５．９３

炭成分４．９６

混合２７．３３

混合６６．２６

炭成分２２．５０

未測定
未測定

未測定
未測定

未測定
未測定
未測定
未測定
未測定

３５３０±１３０

３４６０±１１０

３０７０±９０

３１４０±１２０

２７１０±１２０

３２３０±１００

２７２０±１１０

３０３０±９０

３４１０±１００

ＮＵＴＡ-５６４９

ＮＵＴＡ-５４８３

ＮｔＪＴＡ-５４８４

ＮｔＪＴＡ-５４８２

ＮｔＪＴＡ-５４８５

ＮＵＴＡｒ５６４７

ＮｔＪＴＡ-５４８６

ＮＵＴＡ-５５２６

ＮＵＴＡ-５５２７

∂１３Ｃ（‰）１４ＣｙｒＢＰ測定コード番号

未測定
未測定

未測定
未測定
未測定
未測定
未測定
未測定
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２９５０±１２０

２６７０±１１０

３５１０±１３０

２７４０±１２０

２６９０±１００

２６００±１００

２７１０±１００

２７００±８０

ＮＵＴＡ-５５３０

ＮＵＴＡ-５５３１

ＮＵＴＡ-５６４４

ＮｌｊＴＡ-５５３２

ＮＵＴＡ-５６４５

ＮＵＴＡ-５５２８

ＮＵＴＡ-５５２９

ＮＵＴＡ-５６４６



（３）１４Ｃ年代測定
このように調整したグラファイトターゲットについては，名古屋大学年代資料研究セン

ターに設置されているタンデトロン加速器質量分析計を利用して１４Ｃ年代測定をおこなった．
１４Ｃ年代値は半減期５５６８年をもちいて算出し，西暦１９５０年からさかのぼった年数でしめし

ている．測定誤差は１標準偏差（１∂）でしめしている．また，一部の試料についてはトリ
プルコレクタ一式気体用質量分析計により∂１３Ｃ値を測定し，炭素同位体の質量分別効果を

補正した．なお，ほとんどの試料は∂１３Ｃが未測定のために補正をおこなっていない．

２．測定の結果
１９９７年１０月から１２月にかけて：１．’７’点について測定を実施したが，その結果は表４・５のと

おりである．
最初に，信憑性の高い測定値について記述していくことにする．後期気屋式に属する試

料番号：１．’７’ＫＹ０１と：１．７１くＹ０５は，両者とも３５００±１２０年ＢＰの測定値がでている．１７０ＫＤ０２
（晩期中屋ｎ式）では，炭成分と混合それぞれについて測定を実施したところ，２点とも
２７００±１２０年ＢＰという結果がえられた．１７０ＫＤ０６（晩期下野式の大洞Ａ式並行期）でも

同様に実施したところ，２点とも２７００±９０年ＢＰという測定値がえられた．
つぎに，信頼度の低い測定値について記述していく．１７０ＫＤ２３（後期加曽利Ｂ１式並行

期）・１７｀，″ＮＴＩ０１（後期酒見式）・１７０ＫＤ１３（後期井口Ｉ式）・１７０ＫＤ１２（後期井口ｎ式）
の４サンプルはいずれも後期に属するが，かなりあたらしい測定値がでている．この原因と

しては，ｚ１点ともフミン酸をもとに測定しているために，他所からはこぼれてきたわかい年
代の有機物（フミン酸）がこれらの炭化物に吸着されたことによって生じたものと推測さ
れる．一方，後期八日市新保Ｈ式の１７０ＦこＥ）１９と晩期中屋Ｉ式の１７０ＫＤ０１（炭成分）では，

中央値が３４００～３５００年ＢＰとかなり古い測定値がでており，この原因は不明である．
さらに，おおむね妥当な測定値，信用するにたりうる測定値についてのべる．１７０ＫＤ１０

（後期井口ｎ式）・１７０ＫＤ１６（後期八日市新保Ｉ式）および１７０ＫＤ０７（晩期御経塚式）
の３測定値は，前後の年代とも矛盾をきたさず，おおむね妥当である．

最 後 に ， 判 断 に ま よ う 測 定 値 に つ いての べ る こ と に す る ． 第 一 に ， 晩 期 中 屋 Ｉ 式 の
１７０ＫＤ０１（混合）の測定値は，後続する土器型式の中屋Ｈ式（１７０ＫＤ０２）や晩期最終末

下野式の大洞Ａ式並行期（１７０ＫＤ０６）とほぼおなじとなっている．第二に，下野式のなか
でも古い様相をしめす１７ＳＭＮ０１（大洞Ｃ２式～大洞Ａ式並行期）の測定値が，あたらしい段

階の１７０１ＫＤ０６（大洞Ａ式並行期）よりも中央値で１００年新しくなっている．

３．まとめ

昨年度と今年度の２年間にわたって，北陸地方の土器型式の明確な縄文土器に付着した炭
化物を試料ｌｃ：ＩＡＭＳ１４Ｃ年代測定をおこなってきており，それらのなかで信頼度の低い測定値
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表６北陸の縄文中期～晩期土器型式のＡＭＳ１４Ｃ年代一覧表

試 料 番 号 遺 跡 時 期 土 器 型 式 種 類 重 量

１７ＫＴＤ０３

１７ＦＣＴＤ０１

１７ＫＴＤ０６

１百三ＴＤ０４

１７ＫＹ０１

１７ＫＹ０５

１７０ＫＤ１０

１７０ＫＤ１６

北塚
北塚
北塚
北塚

中期
中期
中期
中期

古府Ｈ
古串田新
串田新Ｉ
大杉谷

気 屋 後 期 気 屋
気 屋 後 期 気 屋
御経塚後期井口Ｈ

御経塚後期八日市新保Ｉ

１７０ＫＤ０７御経塚晩期御経塚

１７０ＫＤ０１御経塚晩期中屋１

１７０ＫＤ０２御経塚晩期中屋ｎ

１７０ＫＤ０２御経塚晩期中屋Ｈ

１７ＳＭＮ０１下野晩期下野（古）

１７０ＫＤ０６御経塚晩期下野（新）

１７０ＫＤ０６御経塚晩期下野（新）

フミン酸

炭成分

フミン酸

炭成分

１３．２２

２５．４５

１３．１３

９．５１

炭 成 分 １ ． ７ １

フミン酸５．２２≦

炭 成 分 ６ ． ４ １

混 合 ６ ． ６ ３

混合

混合
混合
炭成分
混合
混合
炭成分

４１．６９

８３．０９

６５．９３

４．９６

２７．３３

６６．２６

２２．５０

δ１３Ｃ（‰）１４ＣｙｒＢＰ測定コード番号

未 測 定

-２２．４７

未 測 定

-２３．６２

未測定
未測定
未測定

未測定

未測定

未測定
未測定
未測定
未測定
未測定
未測定

４８４０±９０

４４９０±１３０

４３９０士ｎｏ

４０４０±９０

３５３０±１３０

３４６０±１１０

３２３０±１００

３０３０±９０

２９５０±１２０

２６７０±１１０

２７４０±１２０

２６９０±１００

２６００±１００

２７１０±１００

２７００±８０

ＮＵＴＡ-４９４１

ＮＵＴＡ-４９４０

ＮＵＴＡ-４９４３

ＮＵＴＡ-４９４２

ＮＩＪＴＡ-５６４９

ＮＵＴＡ-５４８３

ＮＵＴＡ-５６４７

ＮＵＴＡ-５５２６

ＮＵＴＡ-５５３０

ＮＵＴＡ-５５３１

ＮＵＴＡ-５５３２

ＮＵＴＡ-５６４５

ＮＵＴＡ-５５２８

ＮＵＴＡ-５５２９

ＮＵＴＡ-５６４６

測定値を除外して作表したものが表６である．
この表をもとに若干の考察をこころみることにする．
まずは各時期の境界について言及する．中期と後期の境界に関しては，中期末の串田新

ｎ式や後期初頭の前田式・中津式の測定をおこなっていないために確実なことはいえない

が，３７００～３８００±１００年ＢＰと推定される．後期と晩期の境界は３０００±１００年ＢＰ，晩期終

末は２７００～２６００±１００年ＢＰにおかれることが推測される．
つぎに，後期後半から晩期にかけては御経塚遺跡の試料をもとに測定を実施しており，

御経塚遺跡における集落の存続期間，すなわち人びとの居住期間について考えてみること
にする．最初に事実関係を確認すると，後期末の八日市新保Ｉ式と晩期初頭の御経塚式の
測定値をみると，きわめて近い測定値となっている．また中屋式から下野式まで３～５型式
想定されるが，これらの型式に関する測定値は５点ともかなり近似している．これらのこと
から，井口Ｈ式をもって集落が一度とだえ，約２００年後八日市新保Ｉ式になってもう一度集
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落が形成され，御経塚式まで継続したもののふたたび廃絶し，約３００年後の中屋式の時期に
集落がふたたび形成され，下野式までの短かい期間存続したと推測される．
上記にのべたことはあくまでわずかな点数の測定値をもとにした考察であるので，今後

測定数をふやしていけば，ちがった結論がえられることも十分に予想される．

謝辞
試料調整やタンデトロン加速器質量分析計による１４Ｃ年代測定に際しましては，中村俊夫
先生をはじめとして太田友子女史，池田晃子女史，小田寛貴氏，名古屋大学年代測定資料
研究センター第一実験室の方々には，たいへんお世話になりました．記して深く感謝する
次第です．
また，石川県立歴史博物館の戸澗幹夫氏，石川県立埋蔵文化財センターの西野秀和氏，

宇ノ気町教育委員会の松田英博氏，野々市町教育委員会文化課の吉田淳氏には貴重な試料
を提供していただき，明記して謝意を表する次第です．

引 用 文 献

高堀勝喜ほか（１９８３）：野々市町御経塚遺跡．

中村俊夫・中井信之・石原哲弥・岩花秀明（１９９０）：岐阜県森ノ下遺跡出土の縄文土器に付着した

炭化物の加速器による放射性炭素年代測定．第四紀研究，２８-５，３８９-３９７．

中村俊夫・岩花秀明（１９９０）：岐阜県諸家遺跡出土の遺物から採取された炭化物とその抽出フミン

酸の加速器１４Ｃ年代の比較．考古学と自然科学，２２，５９-７６．

西野秀和ほか（１９８９）：金沢市米泉遺跡．

日本考古学協会（１９９７）：日本考古学年報．４８（１９９５年度版）．

山本直人（１９９７）：縄文土器のＡＭＳ１４Ｃ年代（１）．名古屋大学加速器質量分析計業績報告書，ＶⅢ，

：：！２２-２３０．

吉岡康暢（：１９７１）：石川県下野遺跡の研究．考古学雑誌，５６-４，１-４９．

米沢義光・松田英博ほか（１９９６）：宇ノ気町気屋遺跡．

- １ ６ ９ -



１‘１ＣＡｇｅｂｙａＴａｎｄｅｔｒｏｎＡｃｃｅｌｅｌＪ‘；ＥｌｔｏｒＭａｓｓＳｐ（Ｅ？ｃｔｒｏｍ（Ｅ？ｔｅｒｏｆ

ＣｈａｒｒｅｄＣａｒｂｏｎａｃｅｏｕｓＲｅｓｉｄｕｅｏｎＪｏｍｏｎＰｏｔｔｅｒｙ（２）

Ｎ ａ ｏ ｔ ｏ Ｙ Ａ Ｍ Ａ Ｍ Ｏ Ｔ Ｏ

ＤｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆＡｒｃｈａｅ（⊃１（：：）ｇｙ，ＳｃｈｏｏｌｏｆＬ£１：ｔｅｒｓ，Ｎａｇｏｙａｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

Ｆｕｒｏ-ｃｈｏ，Ｃｈｉｋｕｓａ-ｋｕ，Ｎａｇｏｙａ，４６４-８６０１，Ｊａｐａｎ

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｒｅｐｏｒｔｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎａｇｅｆｏｒｃｈａｒｒｅｄｃａｒｂｏｎａｃｅｏｕｓ

ｒｅｓｉｄｕｅｏｎｔｈｅｓｕｒｆａｃｅｏｆｄｅｅｐｂｏｗｌｓｉｎｔｈ（？ＬａＵＥ？ａｌ・ｌｄＬａ。ｔｅｓｔＪｏｍｏｎ，ｗｈｉｃｈｗｅｒｅ

ｆｏｕｎｄｉｎｌｓｈｉｋａｗａＰｒｅｆｅｃｔｕｒｅ．Ｓｏｎｄ-ｃａｒｂｏｎａｎｄＨｕｍｉｃ-ａｃｉｄｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔｓｗｅｒｅ

ｓｅｐａｒａｔｅｄｂｙｕｓｉｎｇＮａＯＨｓｏｌｕｔｉｏｎｓｆｒｏｍｃｈａｒｒｅｄｄｅｐｏｓｉｔｓ，ｍｏｓｔｎｋｅｌｙｔｈｅｆｏｏｄ

ｒｅｓｉｄｕｅｏｆＪｏｍｏｎｐｅｏｐｌｅ，ｃｏｎｅｃｔｅｄｆｒｏｍｔｈｅｓｕｒｆａｃｅｏｆｓｅｖｅｎｔｅｅｎｐｏｔｔｒｙ

：ｆ’１‘ＩＥＩ。ｇｍｅｎｔｓ．１４ＣａｇｅｓｈａｖｅｂｅｅｎｍｅａｓｕｒｅｄｂｙｕｓｉｎｌｇａＴａｎｄｅｔｒｏｎａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒｍａｓｓ

ｓｐｅｃｔｒｏｍｅｔｅｒａｔＤａｔｉｎｌｇａｎｄＭａｔｅｒｉａｌｓＲ（ｌｓ；ｅａｒｃｈＣｅｎｔｅｒ，Ｎａｇｏｙａｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ．

- １ ７ ０ -


